
第１２回“夢ブック”読書感想文コンクール入賞作品 
（感想文は、原文のまま掲載しております。） 

  

『夢』いっぱい賞（最優秀賞） 

大野小学校 小川 潤 （おがわ じゅん） 

絵本： 「ちょう おもしろい」 

おなかのなかのできごとがわかったよ 

おがわ じゅん 

 

このほんをよんでおもしろいとおもったところは、だいちょうの

なかで、おおきいおならのたまがちかづいてくるところです。たま

がだいばくはつして、おしりのあなからとびだすところが、おもし

ろかったです。 

 わたしも、つめたいものをたくさんたべておなかがいたくなると

きがあります。ほいくえんのとき、げきをするまえに、おなかがい

たくなることもありました。くにちゃんやゆうちゃんとおなじだなと

おもいました。のうとちょうがつながっているから、きんちょうし

て、おなかがいたくなっていたんだと、はじめてしりました。から

だのなかでおこっていることをはじめてしって、びっくりしました。

ちょうというのはおもしろいとおもいました。 

 それに、どうしてうんちをしたくなるのか、おならがでるわけ

もわかりました。これからは、なんでもしっかりたべて、ちょうをだ

いじにしたいです。 



 『夢』どきどき賞（優秀賞） 

巽小学校  山縣 凛太朗（やまがた りんたろう） 

 絵本： 「ビビさんとゾウ」 

  ぼくのすきなところ 

やまがた りんたろう 

 

ぼくは、なつやすみに「ビビさんとゾウ」というほんをよみまし

た。このほんは、すこしかなしいところがあります。それは、ほん

にでてくるおとなたちが、ゾウさんのことを「じゃまもの」というと

ころです。ぼくはそれをみて、いやなきもちになりました。ぼくな

ら、ゾウさんにやさしくします。 

ビビさんがゾウをだきしめているところがあります。ぼくは、そ

れをみていてほっこりします。なかよしなすがたをみているとう

れしいです。ビビさんは、ほうせきがすきではありません。なぜ、

すきじゃないのかなとおもいました。たぶん、ビビさんはゾウさん

のことがすきだから、ほうせきはいらないのかなとおもいまし

た。 

ぼくがとてもすきなページがあります。ゾウさんが、こどもたち

みんなとあそんでいるのです。こどもたちが、ゾウさんのはなに

のぼったり、あたまのうえであそんだりしていて、みんなしあわせ

そうです。ぼくはそれみて、ほっこりします。 

 このほんをよんで、ぼくはおとうさんとはなしました。ぼくも、ビ

ビさんとゾウさんのように、「じぶんのたいせつなものやひととい

っしょにいること」が、しあわせなんだとおもいます。 

 



『夢』どきどき賞（優秀賞）   

大東小学校  宮𦚰 葵 （みやわき あおい） 

                 絵本： 「ちょう おもしろい」  

  「ちょう おもしろい」 

みやわき あおい 

 

 「ちょうって、なにがおもしろいんだろう」とおもってよんでみたら、

しらなかったことがたくさんあって、どんどんよみたくなりました。 

 とくにおどろいたのは、おならのことです。おならは、はずかしいも

のだとおもっていたけど、からだにとってたいせつなことがわかって、

うれしくなりました。 

 ちょうがげんきになるたいそうがあるのもはじめてしりました。ぱぱ

とままにおしえてあげたら、いっしょにやってみようといってくれまし

た。 

 それから、うしとらいおんでは、ちょうのながさがちがうことにもび

っくりしました。たべるものによってからだのつくりがちがうのもびっく

りしました。 

 このほんをよんで、ちょうのことがすきになりました。これからはちょ

うがよろこぶたべものをたべて、たいそうもして、からだをたいせつ

にしたいです。 

 じぶんのからだのことにもきょうみがでてきたので、またこんなほん

をよみたいです。 



『夢』きらきら賞（奨励賞）  

           黒江小学校  小西 瑛大 （こにし えいだい） 

絵本：「ひみつのたからもの」 

 

ひみつのたからものをよんで 

こにし えいだい 

 

 ねこだけがすむ、なかよしのねこむらがある。くろねこには、ひ

みつがあって、さかながだいすきなこと。おさかながたいせつで、

たからものなんだよね。だからさかなをたべないんだね。だいじ

にそだてているんだね。 

 しましまねこにもひみつがあって、みんなにないしょにしてた

ね。だからやまへ、ことりをつかまえにいこうとさそわれてもいか

ないんだね。 

 そのたいせつなものを、くろねことしましまねこは、だれかにみ

せたかったんだね。 

 たいせつで、すきっていうきもちをわかりあえて、はなすことが

できて、たのしいね。 

 ぼくもそんな、わかりあえるなかよしのともだちが、できるとうれ

しいな。たのしいきもちになるだろうな。 

 

 



『夢』きらきら賞（奨励賞）  

 中野上小学校  西中 くるみ（にしなか くるみ） 

絵本： 「このかべどうする？」 

 「このかべどうする？」をよんで 

にしなか くるみ 

 

 わたしは、「このかべどうする？」というほんをよみました。 

 このおはなしは、けしごむくらいのこが、ノートのたかさくらいの

かべを、がんばってこえるほうほうをさがします。 

 わたしは、いろいろなほうほうのなかで、だれかのちからをかり

るのがいいとおもいました。わたしなら、とりにてつだってもらい

たいです。とりのせなかにのって、とんでかべをこえたいです。た

かいところから、たくさんのたてものがある、きれいなけしきがな

がめられるといいなとおもいました。 

 わたしは、はずかしがりやなので、だれかにてつだってほしいと

きに、じぶんから「てつだって」といえるようになりたいです。 

 


